白岡市環境保全活動団体登録制度実施要綱
（目的）
第１条　市民、事業者等の環境保全活動に取り組む団体を登録することにより、環境保全活動を把握し、及び支援し、市民、事業者等の協働による取組を推進するためのネットワークづくりを進めることを目的とする。
（定義）

第２条　この告示において「環境保全活動」とは、自然保護活動、環境美化活動、ごみの減量化・リサイクル活動、地球温暖化防止活動、環境学習活動その他の環境の保全及び創造に関する活動をいう。

（対象）

第３条　登録の対象となる団体は、環境保全活動を行う団体であって、市内において活動する市民、事業者等の組織する団体とする。ただし、当該団体が、営利又は特定の宗教活動若しくは政治活動を目的とした環境保全活動を行う場合、暴力団及びその関係者に関係する場合その他登録をすることが適当であると認められない場合を除く。
（登録等）
第４条　白岡市環境保全活動団体の登録を希望する団体は、様式第１号の白岡市環境保全活動団体登録申請書により市長に申請しなければならない。
２　市長は、前項の規定による申請を受けたときは、その内容を審査し、適当であると認められるときは、白岡市環境保全活動団体として登録をするものとする。

３　市長は、前項の登録をしたときは、当該登録をした団体（以下「登録団体」という。）に対し、様式第２号の白岡市環境保全活動団体登録決定通知書により通知するものとする。
（登録の変更及び取消し）
第５条　登録団体は、当該登録内容に変更があった場合又は登録の取消しをしようとする場合は、様式第３号の白岡市環境保全活動団体登録変更（取消）届を、市長に提出しなければならない。
　（登録の抹消）

第６条　市長は、登録団体が次に掲げる事項のいずれかに該当する場合は、登録を抹消するものとする。

　⑴　登録団体が、第３条に規定する要件を満たさなくなった場合

　⑵　登録団体が、第４条第３項の白岡市環境保全活動団体登録変更（取消）届の提出により、登録の取消しを届け出た場合

　⑶　その他市長が登録団体を登録しておくことが適当でないと認めた場
　　合
（支援の内容）

第７条　市長は登録団体に対し、次に掲げる支援を行うものとする。

　⑴　環境保全活動に取り組む団体のネットワークづくり
　⑵　環境保全活動の内容を広く市民に紹介すること
　⑶　環境保全活動に必要な情報の提供
　⑷　顕著な環境保全活動をした団体に対する表彰
　⑸　その他市長が必要と認めること
（その他）

第８条　この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
　　　附　則
この告示は、公布の日から施行する。
